
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんぐる 

たぶんかギャラリー ＜スリランカ＞ 

【シンハラ・タミルの元日】 

（たぶんかフリースクール杉並校 T くん画） 

Top news                     … 1 

たぶんかフリースクールの毎日     … 2 

支援企業との取り組み       … 5 

スタッフの声           … 6 

行政との協働事業                       … 7 

土曜日ボランティア・たぶんか放課後教室 … 8 

たくさんのサポート ありがとうございました！ 



 

 

代表 枦木 典子 

早い春の訪れの中、卒業生を送り出したあと、４月のフリースクールの教室は、新入生の緊張した顔が並ん

でいます。入国緩和により昨年度から生徒数は徐々に増え、コロナ前の状況に戻りつつあります。 

コロナ禍の３年間は、さまざまな制限がありましたが、高校支援や放課後教室などあらたな活動に取り組ん

できました。一時的にフリースクールの生徒数は減ったものの、東京都、近県の外国にルーツを持つ子どもた

ちは、増加し続けています。地域からの支援の取り組みから見えてくることは、依然として、情報提供や日本

語や教科学習等の学びの体制が十分でないことです。そのため、不登校や中退といった状況に置かれている子

どもたちが多くいます。小中学校で不登校となっている外国ルーツの子どもたちの相談が増えている状況から、

就学していても学びにつながらない子どもたちの実態を把握し、適切な方策を講じる必要があります。また、

高校支援では、今年度から東京都教育委員会では、グローバル人材育成部国際教育企画課日本語指導担当とい

う部署ができ、スクールサポートセンター事業等を進めるとのことですが、高校進学率の低さ、中退率の高さ

は続いており改善への協働した取り組みが必要です。 

多文化共生センター東京は、この間、ミッションである外国にルーツを持つ子どもたちの教育機会の拡大や

それぞれの持つ個性や能力を発揮できる教育や多様性を認め合い、尊重する教育の実現の取り組みを重ねてき

ました。今年度も支援いただくみなさんと一緒に活動を進めていきたいと思います。 

温かいご支援をよろしくお願いいたします。 

……………………………………………………………………………………………………………………………… 

わたしの くに 紹介 ～スリランカ民主社会主義共和国～ 

  今号の表紙の絵は、2022 年度にたぶんかフリースクール杉並校を卒業した T くんが描いてくれました。 

T くんはスリランカ民主社会主義共和国の出身で、自分の国のお正月を紹介してくれました。 
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つながり、学びあい、動き出す 1年に！！ 

 

＜ スリランカ民主社会主義共和国って こんな国！＞ 

◆面積 65,607km² ・・・ 北海道の約 0.8 倍 

◆人口 約 2,216 万人（※2021 年時点） 

◆首都 スリ・ジャヤワルダナプラ・コッテ 

◆言語 シンハラ語、タミル語、英語 

◆産業 農業、繊維業 

 ※外務省の HP に記載されている情報を使用しました。 

スリランカの国旗 

＜ わたしの くに 紹介します！～ スリランカのお正月～ ＞ 

シンハラ・タミルのお正月は 4月 14日です！この日に家族と一緒に食事をしたりゲームを 

したりします。そしてお寺へ行きます。とても楽しい一日です。 (T くんより) 



2023 年 3 月 11 に荒川区のムーブ町屋で卒業を祝う

会を行いました。ボランティアさんなど支援者の方々

にも来ていただき、全部で 75 名が集まりました。 

生徒 1 人ずつがステージ上でフリースクールの思い出

や今後の抱負を発表し、有志による歌や 

ギターの演奏もあり、楽しい会になりました。 
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2022年度の思い出 

2022 年度は、出入国が緩和された影響から、

開講当初からフリースクールへの入室相談が絶え

ない状態が続き、荒川校でも杉並校でも最終的に

3 クラスまで増えました。前年度に続いて、新型

コロナウィルスの感染予防対策にも注意を払い、

落ち着いて学びに取り組むには厳しい状況でした

が、生徒たちはできる限りの努力をして、希望す

る進学先へ歩みを始めました。 

 

＜進学おめでとう！＞ 

2022 年度は、卒業生 40 名全員が 

高校に進学しました。 

都立高校（全日制） ・・・ 29名 

都立高校（定時制） ・・・ 5名 

埼玉県立高校    ・・・ 5名 

私立高校       ・・・ 1名 

＜2022年度 FSの歩み＞ 

◆4 月  授業開始（荒川校 12 名・杉並校 4 名） 

◆6 月  スポーツ大会を開催 

◆8～9 月 生徒の入室が続いて、クラス数が増えた 

（荒川校 3 クラス・杉並校 3 クラス） 

◆9 月  支援企業のボランティアさんと 

オンラインで交流イベントを実施 

◆10 月 都内の防災館で体験授業 

◆11～1 月 入試に向けて面接や作文の練習を 

サポートしてもらった 

◆1～2 月 受験本番。生徒たちの進路が続々と 

決まった 

◆3 月  「卒業を祝う会」を開催  

⇒ 荒川校 18 名・杉並校 22 名が卒業 

 

3月 授業最終日の様子

【杉並校】 
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2018 年の夏から 2023 年 3 月までの約 5 年間、荒川校でお世話になりました。講師の先生方や事務

局の皆さま、そして授業で関わった生徒たちと、沢山のよき出会いに恵まれました。この場を借りてあ

らためて感謝申し上げます。 

来日したての生徒も多い中、限られた時間で進学準備をして送り出すフリースクールの 1 年間は、 

いつもあっという間に感じられました。英語科の担当としては、例年秋口から始まる、入試のエッセイ

対策に関わらせていただいたことが貴重な経験でした。高校から課される質問では「高校生活で頑張り

たいこと」や「将来の夢」など、自分の未来の姿を想像して語ることが求められます。このような自己

PR はむずかしいものです。ですが、生徒たちの経験してきたことを色々教えてもらい、あれこれ意見

を交わしながら書いては直しを繰り返すうちに、だんだんと個性豊かなストーリーが浮かび上がってき

ます。こうしたプロセスに立ち会うことに責任を感じつつも、こちらも前向きな気持ちになれる楽しい

ひと時でした。 

たぶんかの存在を知った頃、ホームページの「私た 

ちのビジョン」にある「エンパワメント」という言葉 

に感銘を受けました。いま思えば講師として勤めてい 

た私の方が、生き生きとした生徒たちの姿に大い 

に力づけられていたような気がしています。                  

【講師 宮下】 

たぶんかフリースクール荒川校 

2022 年度の卒業文集から「たぶんかフリースクールの思い出」を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒川校 M くんの作文 

＜荒川校＞ 宮下先生 ありがとうございました！ 

……………………………………………………………………………………………………………………… 



4 

 

たぶんかフリースクール杉並校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネパール語で 

「ありがとう」 

【杉並校 S さん】 

 

杉並校の日本語クラス３は、昨年９月末からスタート。 

しかも中国・ネパール混合の６人組は全員がほぼ日本語 

ゼロレベル。一体どうなるのか、という心配をよそに、 

超社交的な P 君のおかげで、とても仲のいい楽しいクラス 

となりました。 

クラスの合言葉はなぜか「ビンチーリン！」。中国語で 

アイスクリームという意味ですが、やたらと皆が連発するので、私も授業中気合を入れたいときは 

「さあ、ビンチーリン！」。その発音のひどさに、寡黙な Z 君も吹き出す始末。国を超えておしゃべりが

はずみ、笑い声が絶えないという光景は、新米講師の私をいつも励ましてくれました。 

授業中には、生徒たちを、日本語の文法を導入するパワーポイントのスライドの中に登場させまし

た。サックスを吹いて女の子達からモテモテの N くん、民族衣装でエベレストの前に立つ M くん、アニ

メに夢中の E さん、歯科医を夢見る S さん等、自分達に似たイラストを見て、「N くんです！」「これは

ワタシね！」と毎回大盛り上がり。 

そんな彼らですが、１０代後半から日本語を習得する難しさは痛感したはず。しかし自国の言語・文

化をしっかり身に着けてから来日したことは、ある意味彼らの大きな武器です。４月から全員高校生。

健闘を心から祈っています。                          【講師 水野】 

杉並校  

R くんの作文 
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2022 年度も支援企業のボランティアさんから様々なサポートをいただきました。受験本番が近づいてきた

12 月には、英語作文・面接で都立高校を受験する生徒を対象に、UBS グループの社員ボランティアさんがオ

ンラインでアドバイスをくれたり、1 月にはたぶんかフリースクール荒川校で、対面での面接練習に協力して

くれたりしました。また、たぶんかフリースクール杉並校でも、1 月にクレディ・スイスと住友商事株式会社

の社員ボランティアさんが来校してくれて、日本語での面接練習を行うことができました。 

どちらの学校でも、いつもの先生たちとは違う人と対面で面接練習をしたことで緊張感が生まれ、この練習

を乗り越えたことが自信につながって、良い結果に結び付いたと感じている生徒も多かったです。生徒たちが

書いた「ボランティアさんへの手紙」から一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

面接練習の日に皆さんが私の実力を認めてくだ

さったことを感謝しております。 (杉並校 S くん) 

 

～支援企業の社員ボランティアさんと受験対策～ 

休みの時間を使って日本語を教えてくれて心より

感謝します。            (荒川校 S くん) 

【12月】 オンラインで英語作文を練習 

発表の日、結果が合格だったので、親と二人で感動

して泣きました。皆さまへの感謝は忘れません。 

(杉並校 Y くん) 

【1月】 フリースクールで対面の面接練習 

 

これから高校で一生懸命日本語を勉強するつも

りです。               (荒川校 J くん) 

ボランティアの先生と練習した質問が試験本番で

出ました。本当にありがとうございました。 

(荒川校 Jくん) 

高校でたくさんの日本人とたくさんの国の友だちを

作りたいです。            (杉並校 Sさん) 



みなさま、こんにちは。２月よりたぶんかフリースクール荒川校

の教務を担当しています小森律子と申します。 

多文化との出会いは、15 年近く前に遡ります。子どもの検診で伺

った台東保健所で外国につながる親子に絵本を紹介されていまし

た。「お隣に住む人」としてごく自然に接している姿勢に感心したこ

とを覚えています。その後ボランティア講座に参加し、数学の講師

となり、担任・英語講師としても関わりながら 10 年が経ちました。 

この間、理事や会員、支援者そして事務局のスタッフや講師、そしてボランティアのみなさんの「外

国につながる子どもたち」への温かいまなざしと情熱を感じ、高い理想に触れることで自身が励まさ

れてきました。 

教務担当になって２か月がたった今、生徒たちを取り巻く環境や社会への働きかけ、支援者の方々

との活動の共有、他団体との有益な情報交換など、 

フリースクールの活動からだけでは見えづらい 

様々な業務を担う責任の大きさをひしひしと感 

じています。 

 これからも子どもたちが安心して学べる居心 

地の良い場所となるよう、またここに集うたく 

さんの人たちにとって大切な場所となるよう微 

力ながら努めたいと思います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

………………………………………………………………………………………………………………………………… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校に入ってもあきらめないで勉強をいっしょ

うけんめいして、正しい学生になるように努力

します。             (杉並校 Jさん) 

【1月】 フリースクールで対面の面接練習 
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支援企業のみなさま、2022年度も 

ありがとうございました！ 

わたしは こうこうに はいれて うれしいです。 

(杉並校 Bさん) 

先生たちのおかげで、日本人と交流の機会が

増えて、日本語が上手になり、無事に希望する

高校に入ることができました。 

(荒川校 S くん) 

 

【事務局】 小森 律子 さん 



4 月、1 名で始まった通室指導（午前中のクラス）は、月末には５名に。その後も時間差で次々と入

室。夏休み前ピークを迎え、気が付いたら 11 名の大所帯になっていました。生徒を 3 つのグループに分

け、講師 2 人で担当しました。運ばなければならない教材も大量で、早朝モタモタしていられないので、

台車を購入してもらいました。通室 3 か月を終えた生徒の大多数が夜の補充教室（放課後のクラス）に移

行します。年末年始にかけて、今度はこちらが大賑わいです。その間、ある学校ではインフルエンザの為

に学級・学年閉鎖、又ある学校では学校行事（コロナ禍で中止していたのが徐々に復活）の為に突然の欠

席と、対応に追われました。 

しかし、他校の生徒達との交流は彼らにとっては 

貴重で楽しいものだったようです。休み時間は、笑 

顔や笑い声が教室にあふれていました。寒い夜、遠 

方から通う生徒も多い補充教室の出席率は、やむを 

得ない事情を除けば大多数が皆勤でした。 

皆そろって良き春が迎えられますように！ 

【講師 雨宮】 

 

 

➀ 荒川区・・・ハートフル日本語適応指導事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

……………………………………………………………………………………………………………………………… 

 

 

 

 

 

当センターが東京都教育委員会と協働して「多文化共生スクールサポートセンター」を設置し、在京

外国人入試実施校の８校に対しての支援を始めてから、この３月で１年となりました。一年間続けてき

て分かったことは、各校の支援のしくみや校内体制に大きな差があるということです。その中で、どう

やって支援の中身を充実させることができるかが浮かび上がってきた課題でした。残念ながら一年とい

う短い期間では大きな前進を見るというところまでは至りませんでしたが、その中でもいくつかの学校

では新しい取り組みを始めることができました。 

特筆すべきは、これまで各校ばらばらに活動していた日本語支援員の皆さんと３回の「サポーター連

絡会」の開催を通じて横のつながりを作ることができたことです。サポートセンター事業は、2023 年

度、また新しい形で運営されることになりそうですが、このつながりを大事にして、今後も高校支援に

関わって行けたらと考えています。 

【コーディネーター 小綿】 
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➁ 東京都・・・多文化共生スクールサポートセンター事業 

 

2022年度を振り返って 

授業の様子 



昨年、偶然こちらのボランティアを知って活動に参加し、それ以

降お世話になっています。 

留学や就労を目的として来日したわけではない、日本語以外が母 

語の子どもたちが増えていること自体は様々な媒体を通じて知って

おり、いろいろ考えながら当初は活動に参加していたのですが、実際に子どもたちと触れ合い、主に日本語

を教える中で、その学習姿勢や前向きに物事に向かっていく態度、そして何より元気に活動する姿に私自身

がやる気や元気をもらっています。私が一方的に何かを教えるというわけでは決してなく、学習中の子ども

たちの何気ない一言にハッとさせられることも多々あります。お互いがお互いを認め合い、その中で少しで

も高め合うことができたら、という意識でいつも活動に参加しています。 

常に細やかに配慮してくださるスタッフの皆様や他のボランティアの 

皆様のおかげで、初心者でも参加しやすい、大変よい雰囲気が土曜日の 

教室にはあると思います。 

皆様が作ってくれているこの雰囲気を大切に受け継ぎながら、今日教 

えた一言、今日の思い出が将来どこかでほんの少しでも助けになること 

を願いつつ、毎週楽しみながら、これからも活動に参加したいと思います。  

【ボランティア 白井宏樹】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

………………………………………………………………………………………………………………………………… 

たぶんか放課後教室 

2022 年度の放課後教室は 3 月 21 日の東洋大学体育館でのスポーツイベントをもって、終了しました。

発足 2 年目を迎えた教室では、多くの生徒と学生さんが楽しく交流しながら勉強しました。今年度の学生

リーダーの声をお届けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な活動を通して生徒たちと積極的にコミュニケーションを取ることで、以前よりも教室の雰囲気が

明るくなり、生徒たちとの距離が縮まったように感じます。家や学校では話しづらいようなことでも、

気兼ねなく話せる場所として頼ってもらえるように、これからも多文化共生センターのみなさまと共に

取り組んでいきたいです。 

【新 4 年 高木鈴】 

これまで外国ルーツの方と関わる機会がなく、初めはコミュニケーションをとることに苦労しました。

しかし徐々に心を開いてくれ、子どもたちから「ありがとう、楽しかった」と言ってもらえることが嬉

しく、やりがいに感じています。今後も子どもたちに寄り添い、居心地の良い空間を提供できるよう努

めていきたいです。」                                  

【新 4 年 山崎結花】 
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